
王立トビ龍議論1ご耕して

板倉反攻

l乱だ指講壇翁

わたしは、秋山廉の「ユートピア」論なるものを知ったのは、本紙100

号掲載のrアナキズムとユートピア」からだ．

この文苺からの岡象は非常は独聾的で老人臭い感じがしたので「これは間

違っている・因った指導理論」だと思ったが・あえて反論瞬かなかった記恨．

鱒がある．

前号で再び「ユートピア詮」なるものき大きく取りあげられている．「こ

れからの運軌と肩書きつきで・これは困った黙視できない遊説等する気

弼文革は、誠鑑随にあやまちなく、論旨がその騨振りを示しなが

ら進められている．

喜誓書謀罰離蕊謀議
動輪のヒレキがない・これは私流にいうと鐙議シテ。さんの批判で、運動と

論者の問ほへダクリのある場合のみ現れる理論淑換言すれば、デスクのも

のでありゾウゲの鞠からの膏薬だ・アナルコサンジカリストに薄する断定

などは殊にそうだ．

このそつの和文茸も後勧こなり論者自身の革命（？）理詰体系になると、

その説ち・ゼイ引陸を暴露している・100号でも唱えている如く、今後の

アナキズム運動というか革命運動というか、そうしたものは小地域のユート

ピアの建設に最高の努力がはらわれるべきであり、この小ユートピアの遂合

体が弦大されて世界革命が成就する如く説いている．

これはよほどノンビVLだ生活環境から生れた諭旨であるが、もし今、

日本の仝アナキストが・総督に賛成陸らどうなるだろう．その時は政

府も社会党も宗教団体も諸手を挙げて賛成し援助してくれるのではないであ
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ろうか．

論者は無血革命を理想としているのかもしれないが、それにしても余りわ

れわれの轍に蒲しての認識があま，い④ではないだろうか．．

「少なくとも一国に単位ユートピアの数が鱒大して資本主義や鶴の社会主

動こ成り代ってゆぼる時が来るまでほ．．．」等というが、これは現在の全労

働組合が自覚してゼネストを決行する時が来るだろうというよりもはるかに

態肇であり安易な空想論ではないだろ歩か、そのようになった蒔までは、「

現実の政治と融通交渉を保持し測チれほなら7丸、」7まどほ道に無意識的スパ

イ行イであり反革命だ・一小国のユートピアが出来だとしてそれが周剛こ影

響をおよはし出した時に、他の箆泰主義共産主義の国家が沈黙すると思われる

るのが不思議な気さえする。

－スやイン宣命の教訓

＿〆零諾うか、

スペインの革命政府が圧殺された如くされるであろ㌻」現在

対政権が他の澄小国に瀞立されるに対して黙許しているであろ

アナキストの敵は無血革命を許しはしないであろう。轍の手軽、穐カの塵

が話・合い蜜滅できるだろうかと思う運動手段を是とする者があるとすれば、

私はそれを宗教家と呼ぶだろう．

アナキズム寧勧灘－トピア建設で非閏令で完成し経ると説く思想論理性

秘藍は必事鴨で患うなずけない」∴説くものがいれば反対し闘う、

ユートピアが小さくともあり・それがアナキスムだと満足するなら、もう

私もアナキズムの社会を蒋っている．外教に攻撃されながらも、わが家庭で

ある．

限られた者たちだけでは満足ぜぬ・そこに革命があるのではないだろうか．

でなければ若人達は、アナキス憾盟こ参加しないだろう、アナキストはサン惰

な若人の薄れになってしまうだろう．

（自由適合　第106号1965年2月
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lr軽薄翫薄は

ま誓紙上霊尋

ぐイ？

放心三富座
に対する反論が田富したのでお答えし

私は仰せのように博学でか前でもありません・れろ常にその浅学を嘆

いているものです“則0年に近い間・馬鹿者のように、文字通。ただ孤り

でアナキスムのあるべき形を追求し続けて釆ました・つまり文献も余。読

まず・人で軸自答して粟たのです・その到達点が、このユートビズムな

ったのです・秘輝かに「勇敢」ではなかった、だが勇敢でなければ理想社

会建設に参加できないのでは・それは人類が熱望した夢の名に償いしないと

思います・私は・今からわずか数年前にやっと確信に遷したのでした．クロ

ボトキンが説いている農工的小社会が、憶晃の1・2の地方で芽を吹潤し

て来た昏葵を知ったし・その深い忠義の発明者やルチン。ブーバーの「ユー

トピアの途」、の訳雷にも接したからでした．

私はこの道が唯一か否かは断定できません・が・それが少なくとも確実の

道潟一つであることはまちかいか、としています．

これに対する貴下の反論は・これから断続するであろう長い論争のはじま

りであると思います・しかし・その論争のやりとりは・かっての自分をも含

めでアナキスト達がよく陥っていた・幼めじりを決」膚詫樺涌、し楼勢を

縫う限りセシ脱したいものだと思います・そのため煙たものはキン少でし

たから・宰徳雄ポウの鏡さには大きな魅力があり哀しだが、その後が、ア

弱毒縫瞭蜃押和的な人間なのだと書いているし∴駿仰の的であるク
ロボトキ坤こ最高の漢籍を見ることのできるのほ嬉しい限りではありません

私はかって己が民族を愛することを罪悪のように考えていたことがありま

す・私は民族と国民の勘がよくわからなかったのです、国民という語の中

にさえ・それ故民族の観念が混入しているのを見逃せません．己が民族を裂

き紬でどうしてその民族に信用せられ・繍馳共に己れれ合わせにする

ことができましょう・私は日本語を愛します・そのわけは雷語こそ民族集団
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の牽核をなすものであるからです・おからといっ£この民族という言葉必含む

危険勧こ聾賎しなかったら、誠逆縁聾重源芭界の塵愚化は回ベイに婦すること

多くの人の指摘通りでありましょう・バクーニンもクロボトキンもロ牽ア民族

をいかに深く愛したことでしょう・しかもそれは人類愛をいささかも妨げなか

った．

私たちの憎むのは権力であり、財産の私有劫です．それは悪から来ているか

ら。これを亡くすることが目的でした・ところが、決定論者であることを得な

い私たちは・この憲を馨に置き換えなければなりません．感を以って馨を生む

ことは人間の世界では不可能です・権力を滅すために権力を用いることの不可

勧誘は、私たちの揃でソ連坤典の輪が示してくれました．鞭は試

行錯誤の記録であって：褒魂総をそ而霜見出そうと試みるのは科学の限界を

知らぬためです・マルクスの学閥的セソ銃に圧倒せられてその欠如に気付かな

いうちは人類は決して自らを束縛から霹放することができません．

私の唱える方法は老子拘り遠だと貴下はいわれます．だが社会の構造的更新

（ブーバー用語の長谷川適訳）は一也代や二世代の膏薬であるはずがありませ

ん・ソ連が今日到達した種度の改革でも50年を襲したではありませんか．通

いに越したことはないが永くかかったところで致しかたないでしょう．こうい

う問題は歴史的というよりも文化人類学期こみなければならか、と考えます．

ロゴス的なものの見方に無上の権威を与えている20世寵までの人類がその非

をみるにはまだ棺当の年月を襲することでありましょう．ロゴスが人聞き過ま

龍屯始めてから恐らくまだ数千毎しか経っていないのではないですか．パトス

とロゴスがあるべき詞和に遼するにはまだ長い時間が泌要なのはこのためです．

次に貴下に闘いたいのは、アナキズムとは権力や財産私有の憲を否定するた

めの行動なのか・それともそれが実現した繕朱のことか、ということです．貴

下はどうや摘者に、私は後者に重点謳いているようです．灘灘料か

魂轍を余鳳撤千時られませんか・デー彊ム噸政でした・階闘

争もまたすでに失政であることを露わにしました．流血革命もだめです．それ

は権力者の交代でしかないではありませんか．革命政権を既成政権が黙視しな

いだろうといわれますが多分そうでしょう．フランス大革命にあるいはレーニ

ンの革命に列強が干渉したように．ユートピアは、オウエソやフーリエやク瑠

ボトキンの流れのことを私碕葺していますが、これがゲマインシャフトを志向
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しているのは断わるに及厳ないからそれは政権を持ちません．軸連合とそ

の又連合、その上の連合があるだけですが・これも既成の醗権力薄黙視し

かかも知れません・しかしこれは縛の直接のライバルでないだけ、その

変頓はいく分減るだろうと私は見込んでいます・少なくともE本国籍法はそ．

の種度の民主主義を傍証していると思います．

貴下の家巌は小さい共産樹の中にいるのは確かです・しかしこれは通念の

ゲマインシャフトを拡充してはいけません・無権カで従って離合共舶由

で共産の行なわれる少なくとも第一。第二次生産と潤の軸が内郭で確立

される集団でなければなりません．

私がスパィとせられるべきか否かは、勧朗謹話が謡潮します．

（自由連合　第107号1965年3月）
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鯛只勧離滝，、
赦倉哀史

境蝦論闘争蝦不得位なのですが、反論されたのでベンを執。ます．

「私醗かに勇敢ではなかった・だが勇敢でなければ理想社会建謝ご参加で；

きないのでは・それは人類が熱望した夢の名噛しないと思います」と言う言

葉からすでに私に彊ひっかかります・勇敢でなくて何ができましょう．乱で

謀議器慧霊諾慧し叢憲生
玉二極I　亨o ylt血便種，＿♪＿）七．一＿＿，｛　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I妥協したり世智にたけてもらいたくれのですeあらゆる意味で勇敢でなくて

出来る仕掌はないでしょう・勇敢と冶肉体的のみではなく縛神的にもです．

次に「アナキストたちがよく陥っ和、た・あのめじりを決し一層をそびや

かした薗勢を繕う限りゼシ脱したいものだと隠士、ます」・いかにも鞘的な

言葉のようですが・過去に於てそうしながら革命的行動がともなわなかった

雪間、生もうなずけます・が、しかし冷陸と紙カ・非行勤は別です．行動

が活発であれはそれだけ姿勢もたけだけしくなるはずです（と申しても決し

て私が猛々しいとはいい彊ん）・否・そうなれんのを悲しく思います．老

令というのは社会の汚濁に馴染んで鰯馴こなるからです・（もち論戦前の

略屋青年のハッタリはダ棄すべきですが）

安保闘争で無題をかかけて以後余り感激したことはありません．

「私は日本語を愛します・そのわけは言語こそ民族集団の中核をなすもの

であるからです・」これだけは全面的に反対です。私舶本譜を愛せません．

鴻毛亀繭緑て、人類が皆・同じ吉敷文字を翻していたら、どん

枚長打か掬います英語がしゃべれず・エスペラントを勉強しなかった

もし舗族が各個別の言葉を持たず・地球上の人類綱じ言葉をしゃべり善

いていたら、もっとすぼらしい挫界になっているでしょう・難の日本語の

変化・その不備から文革一つでも日本語綱では親しえずパトスoロゴス，

ゲマインシャフトといった膏薬を使わねはならるのむ不便に思いそこに断層

の生じるのを悲しみます．
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ノ＼　一

「次lこ貴下iC問いたいのは．ア歩富ズ卑官は権力や財産私有の悪を否定

するための行動なのか・それと車それが賽渡した結果のことかということです．

－云云」、一

これは・しいて分るとすれば、貴下のいう前者は今日のアナキストであり、

後零はアナキズムなのではか、でしょうか、理想を実現する為の行動と理想を

別個には出来ないでしょう．

すでに理想が実現されているように考える鄭こ間違いがあるのではないでし

ょうか．

「．‥少なくとも日本国憲法はその種皮の民主主義を保証していると思い

ます」

これは今日の世相。濁流に対する受感の間題です．今日の憲法をどのように

不便と思い改思しようとしている階級勢力眺それを今法的非合法的に改悪〈

無視もしています）もつつあるかを番えれば判る尊です．その一例に第9条の

戦争放棄がどんなこあやふやになりつつあるか、日本は軍隊を持たか、なんて

すでに無視されているのを見れば考えねばならないでしょう（自衛隊が軍隊で

か、と思う人間がいれば、．金種のお人よしか無知で）言わずもがなの尊です

駄誌縁部綿葦鼠窮や枢軸こやぎなく支配者のためにあるものです．それが

と三ソな事から民衆のためになる個条が与えられたからといって安心してい

るのは危険です．

終末の膏薬．

「私がスパイとせられるべきか否かは、私の理論が証明します」

出来れば理絵でなく行動が証明すべきでありたいです．理論なんかは、それ

種信用しません．必要海部串行動です、牒承アナキスト連盟に必要7まのは理論

を行動に移し得る入関なのです．とくに今日はその感が痛切です．

（自由連合　第108号　昭和40年4月）
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